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　令和 3年 9月 1日に市制施行７０周年を迎

える赤穂市は、 旧町村の合併を経て、 昭和３

８ （１９６３） 年から現在の市域となりました。

　今回の展覧会では、赤穂市が所蔵する絵図・

古地図のうち、 これまで公開されていなかっ

たものを中心に展示し、 江戸時代から現代に

いたる赤穂市の歴史やその変遷を追います。

　絵図とは、 主に江戸時代に作成された 「地図」 です。

日本全国を支配していた江戸幕府が地域のようすを知るた

めに作成を命じたほか、 村同士の争いをおさめるためにつ

くられるなど、 作成の背景には様々な理由がありました。

　赤穂市が所蔵する絵図 ・古地図には、 旧町村の範囲を

示すものが残されており、 郷土の歴史を振り返ることがで

きます。 現在の赤穂と過去のようすを比較するために重要

な資料になります。

絵図uze
～ む か し の 赤 穂 め ぐ り ～

測量御用差出絵図 （赤穂市史編さん室蔵）

塩屋村全図 （赤穂市役所文書）
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　今回初めて公開する 「測量御用差出絵図」 は、 伊能

忠敬の全国測量に伴う絵図です。 忠敬の測量時には各

村から事前に参考絵図が提出されましたが、 この絵図は

その時提出されたものの控と考えられるものです。

　絵図には忠敬が赤穂市周辺を測量したとされる文化 2

（1805） 年の記載があるほか、 海岸線の距離が詳細

に記載されています。 赤穂市にある数少ない忠敬関連の

絵図で、 大変貴重な絵図といえます。
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